
と
き

わ
公

園

ぼ
た

ん
苑

ぼ
た

ん
苑

案
内

図

ご
利

用
案

内
ご

利
用

案
内

開
苑

時
間

休
苑

日

入
苑

料

9:
00
～

17
:0
0

（原
則

）

無
休

（原
則

）

無
料

（た
だ

し
、

催
し
等

で
「憩

い
の

家
」

を
貸

切
る

場
合

は
、

別
途

利
用

料
金

が
必

要
で

す
。

下
記

問
合

せ
先

に
ご

相
談

く

だ
さ
い

。
）

交
通

の
ご

案
内

交
通

の
ご

案
内

◆
車

　
山

陽
自

動
車

道
宇

部
南

I.C
.よ

り
5

分
　

山
口

宇
部

空
港

よ
り

10
分

◆
バ

ス

　
『と

き
わ

公
園

』
下

車
徒

歩
5

分
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
ま

た
は

、
『と

き
わ

公
園

入
口

』
下

車
徒

歩
15

分
◆

電
車

　
山

陽
新

幹
線

『新
山

口
駅

』
下

車
　

特
急

バ
ス

で
30

分

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（『

と
き

わ
公

園
入

口
』

下
車

）

お
問

い
合

わ
せ

先
お

問
い

合
わ

せ
先

と
き

わ
公

園
総

合
イ
ン

フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

と
き

わ
公

園
総

合
イ
ン

フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
☎

08
36

-3
8-

33
21

と
き

わ
公

園
管

理
課

と
き

わ
公

園
管

理
課

（※
催

し
等

で
ご

利
用

の
場

合
は

こ
ち

ら
に

お
願

い
し
ま

す
）

〒
75

5-
00

01
　

宇
部

市
大

字
沖

宇
部

25
4

番
地

（と
き

わ
湖

水
ホ

ー
ル

内
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
☎

08
36

-5
4-

05
51

　
FA

X0
83

6-
51

-7
20
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ぼ
た

ん
苑

 苑
庭

ぼ
た

ん
苑

 苑
庭

面
積

：

植
栽

：

約
1,
70

0
平

方
メ
ー

トル

約
13

0
品

種
　

約
42

0
株

（内
訳

）

牡
丹

：
約

10
0

品
種

　
約

25
0

株

芍
薬

：
約

30
品

種
　

約
17

0
株

　
※

見
頃

時
期

…
4

月
中

旬
か

ら
5

月
中

旬

　
※

㈲
日

本
庭

園
 由

志
園

と
連

携
協

定
を

結
び

、
技

術
協

力
を

　
　

　
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

古
民

家
「

憩
い

の
家

」
古

民
家

「
憩

い
の

家
」

構
造

：

床
面

積
：

構
成

：

設
備

等
：

活
用

門
戸

を
くぐ

る
と

、
そ

こ
は

“昔
な

が
ら

の
風

情
”

を
感

じ
さ
せ

る
癒

し
の

空
間

が
広

が

り
ま

す
。

古
民

家
の

南
側

に
は

,華
々

し
く気

品
あ

ふ
れ

る
牡

丹
と

芍
薬

の
花

壇
が

広

が
っ

て
お

り
、

 北
側

に
は

桜
や

モ
ミ
ジ

を
中

心
と

し
た

和
風

庭
園

が
懐

か
し
さ
と

癒
し
を

与

え
る

こ
と

で
し
ょ
う
。

旧
厚

狭
郡

楠
町

に
あ

っ
た

築
後

10
0

年
以

上
の

家
屋

を
と

き
わ

公
園

内
に

19
63

年
に

移
築

し
た

も
の

で
、

平
成

28
年

度
の

改
修

工
事

を
経

て
、

休
憩

所
と

し
て

生
ま

れ
か

わ
り
ま

し
た

。
茅

葺
屋

根
を

は
じ
め

、
室

内
の

造
り
は

当
時

の
雰

囲
気

の
ま

ま
。

  

畳
の

上
に

寝
こ

ろ
が

り
、

ゆ
っ

くり
と

くつ
ろ

い
で

み
て

は
い

か
が

で
し
ょ
う
か

。

木
造

、
平

屋
、

か
や

ぶ
き

屋
根

（
母

屋
部

分
）

11
6.
16

平
方

メ
ー

トル

土
間

2
部

屋
、

板
の

間
1

部
屋

、
畳

の
間

3
部

屋

多
機

能
トイ

レ
、

キ
ッ
チ

ン
、

倉
庫

、
ス

ロ
ー

プ

通
常

時
は

、
ぼ

た
ん

苑
の

修
景

施
設

、
休

憩
所

と
し
て

無
料

開
放

イ
ベ

ン
ト等

開
催

時
は

、
日

本
伝

統
文

化
の

活
動

会
場

、

イ
ベ

ン
ト会

場
と

し
て

団
体

な
ど

に
貸

し
出

し

　
※

4
月

中
旬

～
5

月
中

旬
頃

の
イ
メ
ー

ジ
で

す

ぼ
た

ん
苑

お
ば

あ
ち

ゃ
ん

の
実

り
多

き
庭

憩
い

の
家

縁
側

（北
側

）

か
ら

の
眺

望

ぼ
た

ん
苑

入
口

古
民

家
「憩

い
の

家
」

室
内

（土
間

）
室

内
（板

の
間

、
畳

の
間

）

宇
部
市

宇
部
市



白
鳥
大
橋

←

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン

常
盤
神
社

彫
刻
の
丘

↑

と
き
わ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

牡
丹
花
壇

古
民
家
「
憩
い
の
家
」

古
民
家
「
憩
い
の
家
」

古
民
家
「
憩
い
の
家
」

↓

→

ぼ
た

ん
苑

案
内

図
ぼ

た
ん

苑
案

内
図

ぼ
た
ん
苑
入
口 ↑

王
妃
（
お
う
ひ
）
Oh
i

千
重
大
輪
の
盛
り
上
げ
咲
き
。

新
梢
が
伸
び
や
す
く
花
首
が
強
い
。

水
都
の
華
（
す
い
と
の
は
な
）
su
ito
no
ha
na

花
の
里
（
は
な
の
さ
と
）
Ha
na
no
sa
to

千
重
大
輪
の
抱
え
咲
き
。
姉
妹
品
種
に

「
明
日
香
」
が
あ
る
。

黄
冠
（
お
う
か
ん
）
Ok
an

八
重
大
輪
、
抱
え
咲
き
。

不
昧
公
（
ふ
ま
い
こ
う
）
Fu
m
ai
ko

ま
り
も
（
ま
り
も
）
M
ar
im
o

晃
花
殿
（
こ
う
か
で
ん
）
Ko
ka
de
n

千
重
中
輪
の
抱
え
咲
き
。
花
付
が
良
い

矮
性
品
種
。

烏
ケ
仙
（
か
ら
す
が
さ
ん
）
Ka
ra
su
ga
sa
n

千
重
中
輪
の
抱
え
咲
き
。
秋
芽
が
立
ち
や
す
く

二
季
咲
き
の
性
質
を
も
つ
。

島
錦
（
し
ま
に
し
き
）
Sh
im
an
ish
ik
i

千
重
中
輪
の
抱
え
咲
き
。
樹
勢
は
強
く

早
生
。

芍
薬
花
壇

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
実
り
多
き
庭

↑

↑

(芍
薬
）

常
盤
湖

↑

水
回
り
棟

エ
ッ
ジ
ド
サ
ー
モ
ン

（
オ
ラ
ン
ダ
系
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
芍
薬
）

　
※
ｱﾒ
ﾘｶ
ﾝﾋ
ﾟｵ
ﾆｰ
ｿｻ
ｴﾃ
ｨ受
賞
花

バ
ー
ト
ゼ
ラ

（
伊
藤
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
芍
薬
）

　
※
ｱﾒ
ﾘｶ
ﾝﾋ
ﾟｵ
ﾆｰ
ｿｻ
ｴﾃ
ｨ受
賞
花

か
く
や
姫

（
ラ
ク
テ
ィ
フ
ロ
ー
ラ
）

　


